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１ 会長挨拶 

２ 学校長挨拶 

３ 議  事 

 認 第 １ 号 令和５年度事業報告 

 認 第 ２ 号 令和５年度一般会計収支決算 

 認 第 ３ 号 令和５年度基金会計収支決算 

 認 第 ４ 号 令和５年度財産目録 

 監報第１号 監査の結果報告 

 第１号議案 令和６年度事業計画 

 第２号議案 令和６年度一般会計収支予算 

 第３号議案 令和６年度基金会計収支予算 

４ 報  告 

(1) 会則の改正 

(2) 第 13回大同窓会について 
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ご 挨 拶 

 

同窓会会員の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

又、平素は同窓会活動にご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

 昨年の同窓会総会において会長を務めさせていただくことになりました。 

浜名高校同窓会の伝統と歴史を振り返りますと、その責務の重さに身が引き締

まる思いがいたします。 

 

私たちの母校、浜名高等学校は「志はるかなれこそ 若き日を かくこそ惜し

め」を校訓に移り変わる時代の変化の中、令和 4 年には創立 110 周年を迎えま

した。そして、北遠の伝統校として、これまで 34,000 人を超える優秀な人材を

輩出してまいりました。 

 

 浜名高校同窓会は ①母校の発展への貢献 ②在校生への支援 ③会員相互の

交流 を柱に活動してまいりましたが、同窓会の目的でもあります「会員相互の

親睦を厚くし、母校との関係を密にして母校の発展に寄与し、進んで社会奉仕の

一端を負担しようとする」ことを更に実践するために、後援会・ＰＴＡ・教職員

の皆様方と力を合わせつつ、同窓会の機能や同窓生のネットワークを存分に活

用し、更なる母校の発展と地域社会への貢献を担いたいと考えています。 

そのために、本年 4 月に同窓会ホームページをリニューアルして、少しでも

同窓会のことを知っていただくことと会員相互の親睦を図ることなどを願って、

随時情報を掲載してまいりますので是非ご覧いただき、母校で過ごした青春の

日々を懐かしんで頂きたいと思います。 

 

 令和 7 年 9 月 6 日（土）グランドホテル浜松において同窓会の最大イベント

であります「第 13 回浜名高校大同窓会」が計画されています。 

現在、実行委員会の皆さんが開催に向けて活動されていますが、同窓会としても

その活動を支援するとともにホームページ等で広くＰＲしてまいります。 

 

 最後に 110 周年を迎え、これまでの 110 年の歴史と伝統を土台に次の 100 年

に向かって益々発展することを目指して、会員の皆様のより一層のお力添えを

賜りますようお願い申し上げます。 

 

浜名高校同窓会長 大石勝也（24 回生） 
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令和６年度同窓会総会によせて 
浜名高等学校 校長 山崎 裕子 

 
浜名高等学校同窓生の皆様におかれましては、ますます御活躍のこととお慶

び申し上げます。日ごろから、本校の教育活動に多大なる御支援をいただき、現
在の生徒たちを温かく見守り、応援してくださっていることに深く感謝申し上
げます。 
 
今年度新たに全日制 356 名、定時制 40 名の入学生を迎え、現在全日制 1,058

名、定時制 113名の生徒と、非常勤講師も含め約 90名の教職員が、校訓「志 は
るかなれこそ 若き日を かくこそ惜しめ」の下、青春の日々を過ごしています。
本校生徒の歩む道標となるこの校訓と、スクールミッションの冒頭に掲げた「高
きを求めて 文武両道に励む」（全日制）、「学ぼうとする志を大切にする」（定時
制）のもと、かがやく知性、細やかな感性、強い意思、たくましい体を有する「志
を持った 心豊かな人間」に成長できるよう、一人一人が持てる力を存分に発揮
し、学習、学校行事、部活動等を通じて、充実した学校生活を送ることを願って
います。 
 
本年度の取組全体のキーワードは、全日制が「生徒の主体性」、「質の向上」、

「バランス」、定時制が「個別最適」、「質の向上」です。 
「生徒の主体性」は、生徒が自ら考え、生徒が自ら実践することです。やって

みて失敗する経験をなるべく多く積ませ、失敗から学ぶ、立ち直るしなやかな強
さを育成したいと考えています。大人の役割は、その具現化のための最小限の助
言と見守りです。 
「質の向上」は、「時間」、そして「公教育」における人材、設備、資金という

資源をいかに効率よく活用して、教育効果を高めるか、ということへの模索と挑
戦です。 
「バランス」は、「文武両道」を標榜する本校で、学業とその他の教育活動の

両方を追求できる教育環境の整備を行い、生徒の活躍を共有する場をさらに充
実させるとともに、教職員の働き方改革も視野に入れつつ、生徒の学校外での活
動も推進します。 
定時制における「個別最適」は、多様な生徒一人一人の大切な存在に向き合う

ことです。学校外の人材も活用したキャリア教育や日本語学習支援等を含む、さ
らに生徒に寄り添った生徒支援を行います。 
 
来校されるお客様は、生徒たちからの元気なあいさつに迎えられます。元気に

自分からあいさつができることは社会人の基本ですが、思春期の生徒たちはそ
れぞれ悩みを抱えながらも、自己調整をしながら本当によく頑張っています。無
理をしすぎず、人と比べず、自分のペースで一歩ずつ目標に近づいていく毎日を
過ごしてほしいと思っています。 
 
今後大きく変わりゆく社会にありましても、浜名高校が地域から応援される

学校であり続け、一つ一つ発展の歩を進めていくことができますよう、教職員一
同、教育活動に一層励んでまいります。同窓会の皆様には、今後も母校「浜名」
への、変わらぬ御理解と御支援をお願いいたします。 
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令和５年度全日制部活動報告 

令和６年１月 15 日現在 

部活動名 実 績 

サッカー

部 

高円宮杯Ｕ-18 リーグ静岡 スルガカップＡリーグ 優勝 

高円宮杯 JFA Ｕ-18 サッカープリンスリーグ 2023 東海参入戦 優勝 

プリンスリーグ東海 2024 に昇格 

静岡県高校総体 ３回戦 本校 １－４ 静岡学園 

静岡県高校サッカー選手権大会 準決勝 本校 ０－１ 藤枝東 第３位 

静岡県高校サッカー新人大会  準優勝 本校 ０－２ 静岡学園 

 

野球部 春季大会西部大会 ベスト８、県大会 １回戦 本校 ２－３ 知徳 

夏季選手権大会 ２回戦 本校 ７－９ 三島南 

秋季大会西部大会 敗者復活県大会出場校決定戦 本校 ４－１ 藤枝北 

県大会 １回戦 本校 ８－６ 市立沼津 ２回戦 本校 ０－12 日大三島 

陸上競技

部 

Ｕ20日本陸上競技選手権大会 男子100ｍ 森川 皓喜 

静岡県高校総体 男子100m第１位・200m第５位 森川 皓喜 

男子走幅跳第４位 小野 紘太郞、男子砲丸投げ第４位 小林 巧弥 

男子やり投げ第３位 高橋 大、男子４×100mＲ 第３位  

東海高校総体 男子100m第１位 森川 皓喜、 

男子やり投げ第５位 高橋 大 男子４×100mＲ 第６位 以上全国大会 

全国高校総体 男子100m 森川 皓喜、男子やり投げ 高橋 大、 

男子４×100mＲ 

静岡県高校新人 男子砲丸投げ第２位 小林 巧弥 

女子砲丸投げ第４位 中根 永令奈、第５位 中道 沙希 東海新人出場 

第78回特別国民体育大会 静岡県代表 少年男子Ａ100m 森川 皓喜 

少年女子Ｂ円盤投げ 中根 永令奈 

Ｕ16陸上競技大会 静岡県代表 女子円盤投げ 中根 永令奈 

東海高校新人大会 男子砲丸投げ 第４位 小林 巧弥 

女子 3000m 第７位 菅谷 ののか 

女子砲丸投げ 中根 永令奈、中道 沙希 

剣道部 全日本都道府県対抗剣道優勝大会 静岡県代表 藤江 宥心 

静岡県高校総体 男子団体 優勝  全国総体出場  

女子団体 第２位 東海大会出場 

 個人戦 男子 第３位 藤江 宥心、第５位 鈴木 真樹 

女子 第４位 坂口 結彩、第５位 峯 凛女 以上東海大会出場 

東海高校総体 男子団体 第３位 個人戦 藤江 宥心 第２位 

全国高校総体 男子団体 ベスト８ 

特別国民体育大会 静岡県代表 藤江 宥心 

静岡県高校新人大会 男子団体戦 優勝 全国選抜・東海選抜出場決定 

女子団体戦 第３位 東海選抜出場決定 

全国高校選抜大会 男子団体戦 ベスト８ 
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部活動名 実 績 

男子ソフ

トテニス

部 

静岡県高校総体 個人戦 第５位 袴田 立輝・村松 流豊  

第６位 渡邊 優仁・鈴木 絆生      以上全国高校総体出場 

東海高校総体 個人戦 袴田 立輝・村松 流豊、渡邊 優仁・鈴木 絆生 

全国高校総体 個人戦 袴田 立輝・村松 流豊、渡邊 優仁・鈴木 絆生 

東海シングルスソフトテニス選手権大会 南谷 天翔 

静岡県高校新人大会 団体戦ベスト 16 

個人戦 大井・村松、南谷・鈴木佑、大村・大石  

静岡県高校シングルス大会 南谷 天翔 ベスト８ 

女子ソフ

トテニス

部 

ハイスクールジャパンカップ 2023 槇林 六花・吉川 暖音 

静岡県高校総体 団体戦 第３位 

個人戦 槇林 六花・吉川 暖音、須田 妃世李・平井 緩奈 

東海高校総体 団体戦 本校 １－２ 岡崎城西 

個人戦 槇林 六花・吉川 暖音、須田 妃世李・平井 緩奈 

静岡県高校新人 個人戦 佐藤 凛・平井 緩奈、野中葉南・千葉芽依 

団体戦 第４位 

静岡県高校冬季インドア大会 佐藤 凛・平井 緩奈  

東海選抜インドア浜松大会・全国選抜インドア浜松大会出場決定 

水泳部 静岡県高校総体 男子 1500m 自由形第５位 小林 巧弥  

男子 200m 背泳ぎ第１位・100m 背泳ぎ第６位 鶴田 虎太朗 

男子４×100mメドレーリレー第６位 

男子４×100mフリーリレー第６位、男子４×200mフリーリレー第６位 

女子200m背泳ぎ第２位・100m背泳ぎ第２位 宮津 優羽  

女子200m平泳ぎ第８位 酒井 はなの    以上東海大会出場 

東海高校総体 男子200m背泳ぎ第２位 鶴田 虎太朗 

女子100m背泳ぎ第４位 200m背泳ぎ第４位 宮津 優羽 以上全国出場 

全国高校総体 男子200m背泳ぎ鶴田 虎太朗 

女子100m・200m背泳ぎ 宮津 優羽 

JSCAブロック対抗水泳競技大会 男子200m背泳ぎ 鶴田 虎太朗 

東海選手権水泳競技大会  

男子200m背泳ぎ第４位、100m背泳ぎ第５位 鶴田虎太朗 

静岡県高校新人大会 小林 巧弥 男子1500m自由形第１位 

鶴田 虎太朗男子100m背泳ぎ第３位、200m背泳ぎ第３位 

谷野 成悠 男子200m個人メドレー第３位 

酒井 はなの 女子200m平泳ぎ第３位 

男子バス

ケットボ

ール部 

静岡県高校総体西部大会予選リーグ第１位、決勝トーナメント進出 

全国高校バスケットボール選手権静岡県大会 本校 68－76 科学技術 

静岡県高校新人西部大会予選リーグ第２位、決勝トーナメント進出 

Ｕ－18 静岡バスケットボールリーグ 西部２部Ａリーグ 第２位 
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部活動名 実 績 

女子バス

ケットボ

ール部 

静岡県高校総体西部大会予選リーグ第２位 

全国高校バスケットボール選手権静岡県大会 本校 57－59 沼津西 

静岡県高校新人西部大会予選リーグ第３位 

Ｕ－18 静岡バスケットボールリーグ 西部２部Ｂリーグ 第４位 

男子バド

ミントン 

部 

静岡県高校総体 団体戦ベスト８ シングルス 小川 陽向、小林 千逸 

ダブルス 小林 千逸・原田 葵、神馬 功弦・小川 陽向 

静岡県高校バドミントン選手権 ダブルス 小林 千逸・原田 葵 

 シングルス 小林 千逸、原田 葵 シングルス（初）磯貝 奏太 第２位 

静岡県高校新人 団体戦ベスト８  

２年ダブルス 小林 千逸・原田 葵、村松 駿星・北野 宗汰 ベスト８ 

 １年ダブルス 磯貝 奏太・杉本 天晴、伊藤 遥汰・大槻 秀人、 

山本 惺也・竹内 飛空、田中 悠政・鈴木 陽智 

 ２年シングルス 原田 葵、 

１年シングルス 山本 惺也、磯貝 奏太、鈴木 陽智 

中部日本バドミントン選手権大会 小林 千逸・原田 葵 

女子バド

ミントン 

部 

静岡県高校総体 シングルス 河野 夢依 ０－２ 静岡英和 

静岡県高校バドミントン選手権 ダブルス 朝比奈 若郁・美馬 里音  

初心者シングルス 杉山 裕奈 

静岡県高校新人 １年シングルス 小林 璃奈 

１年ダブルス 有谷 舞菜・内山 瑞穂ベスト８ 山下 千晶・小田 千鶴 

ソフトボ

ール部 

静岡県高校総体 ２回戦 本校 ４－11 加藤学園 

静岡県選手権 準決勝 本校 ０－５ 桐陽 第３位 

静岡県高校新人 本校 ０－６ 桐陽 

バレーボ

ール部 

静岡県高校総体西部大会 １回戦 本校 ２－０ 浜松工 

２回戦 本校 ０－２ 常葉大菊川 

静岡県高校バレーボール選手権大会西部予選   本校 ０－２ 袋井商 

全日本バレーボール高校選手権大会静岡県大会 本校 ２－０ 藤枝北 

                      本校 ０－２ 駿河総合 

静岡県高校新人大会 １回戦 本校 ０－２ 聖隷クリストファー 

吹奏楽部 

 

 

 

静岡県吹奏楽コンクール金賞 

東海吹奏楽コンクール銀賞 

全日本高等学校吹奏楽大会in横浜 審査員長賞 

静岡県管打楽器アンサンブルコンテスト  

金管八重奏、クラリネット四重奏 

将棋部 全国高校将棋竜王戦静岡県予選会 赤松 竜也 ベスト８相当 

美術部 全国高等学校総合文化祭（鹿児島）美術・工芸部門 松本 愛衣 

静岡県高等学校美術・工芸展  

静岡県教育委員会教育長賞 岩田 皐輝 

特選 奥山 由梨、望月 悠我 

岩田さんの作品は、令和６年度ぎふ全国高等学校総合文化祭に内定 
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部活動名 実 績 

史学部 全国高等学校社会科学・郷土研究発表大会（静岡）最優秀賞 

飯田 衣菜・小野 功騎・加藤 大雅・成田 琉良・馬渕 太一  

國學院大學主催「地域の伝承文化に学ぶコンテスト」 

優秀賞 玉ノ木梓純、成瀨かなめ 

静岡県高等学校総合文化祭郷土研究部門研究発表大会  

公共・政策部門 最優秀賞 

史学部は、令和６年度ぎふ全国高等学校総合文化祭に出場決定 

書道部 全国高等学校総合文化祭（鹿児島）書道部門 平河 菜々 

静岡県高等学校総合文化祭書道部門・第69回静岡県高等学校書道展 

個人の部 静岡県高等学校文化連盟書道専門部会長賞 名倉 実来 

      特選 新村 優月 

 地区選抜の部 特別賞 髙村 和花 

 団体の部 静岡県高等学校文化連盟書道専門部会長賞 

名倉さんの作品は、令和６年度ぎふ全国高等学校総合文化祭に内定 

写真部 静岡県高等学校写真コンクール 

兼令和５年度静岡県高等学校総合文化祭写真部門 

 団体部門 最優秀学校賞 

個人部門 特別賞 斉藤 未希 優秀賞 鈴木 美乃里  

奨励賞 井口 花穂 佐々木 修哉 

以上の４名の作品は令和６年度ぎふ全国高等学校総合文化祭に内定 

第２回学校制服フォトコンテスト  

審査員特別賞 曽布川 知里  入選 島 航輝 

令和５年度 第12回日中韓高校生フォトコンテスト 入選 曽布川 知里 

ダンス部 プレ葉ウォーク浜北発表会 ４月29日、12月17日 

クリスマス講演会 12月18日 

 

 

 

 



　【国公立大学】 ()は過年度卒業生 　【私立大学】

受験者数 合格者数 受験者数 合格者数 受験者数 合格者数 受験者数 合格者数 受験者数 合格者数 受験者数 合格者数

茨 城 1 0 2 2 1 1 学 習 院 2 1 2 1 1 1

山 梨 5 4 2 1 2 2 青 山 学 院 3 1 4 3 2 0

信 州 4 3 5 2 6 4 明 治 11 2 6 2 5 0

富 山 (1) (1) 10 5 4 4 中 央 6 4 12 6 8 4

金 沢 2 1 2 1 東 京 理 科 6 2 6 3

静 岡 26 6 29 16 29 13 法 政 12 6 4 0 18 3

浜 松 医 科 1 1 1 1 南 山 34 22 28 9 26 9

愛 知 教 育 2 0 1 1 4 2 同 志 社 3 2 9
3(
3)

7 5

滋 賀 4 1 1 1 立 命 館 49 26 35 12(4) 68 22

和 歌 山 2 0 1 1 関 西 学 院 2 1 10 1 6 2

三 重 5 2 (1) (1) 1 0 関 西 9 1 9 2 10 4

鳥 取 4 1 (1) (1) 1 1 芝 浦 工 業 6 1 3 1

山 口 2 1 2 1 順 天 堂 7 3 2 0 16 8

諏訪東京理科 0 1 1 0 2 1 日 本 23 14 23 12 19 10

山 梨 県 立 2 1 3 3 1 0 東 洋 33 11 25 7 7 3

都 留 文 科 2 1 2 2 1 0 駒 澤 14 6 6 6 8 3

長 野 1 1 2 2 2 2 専 修 38 12 15 11 21 10

静岡文化芸術 22 4 19 9 14 5 東 海 28 18 15 11 71 45

静 岡 県 立 15 4 6 3 10 8 神 奈 川 50 19 20 14 28 15

愛 知 県 立 3 2 3 1 6 4 金 沢 工 業 3 3 11 8 10 4

公立鳥取環境 1 1 1 1 静岡理工科 50 50 56 51
11
5

58

島 根 県 立 2 2 3 2 聖隷 ｸ ﾘ ｽ ﾄ ﾌ ｧ ｰ 88 65 75 44
10
0

65

尾 道 市 立 2 2 常 葉 272 192 238
19
0

27
4

164

愛 知 186 64 212
11
6

13
5

47

愛 知 学 院 66 39 66 36 92 47

愛 知 工 業 34 13 12 5 27 12

愛 知 淑 徳 33 25 27 24 29 17

大 同 13 9 12 7 35 17

受験者数 合格者数 受験者数 合格者数 中 京
11
7

40 45 22
15
0

31

浜松市立看護 1 1 16 15 24 20 中 部 48 19 57 35 32 18

静岡県厚生連看護 4 4 12 10 16 15 名古屋学院 6 6 22 13 59 28

東 海 ア ク シ ス 2 2 1 0 名 城 90 27 97 34
15
0

53

静岡医療科学 3 3 18 10 18 16 京 都 産 業 15 8 21 10 36 18

浜松歯科衛生士 3 2 3 2 1 1 龍 谷 38 18 36 28(11) 34 21

ルネサンスペット 2 2 1 1 2 2 近 畿 31 18 14 5(15) 16 10

大原法律公務員 3 3 3 3 1 1

浜松未来総合(情報) 2 2 1 1 2 2

大 学 名

過去合格者数

　【各種専門学校】

令和６年春
（５年度卒） 令和５年春

（４年度卒） 令和４年春
（３年度卒）

　　　過去３年間学校別合格者数

大 学 名

令和６年春
（５年度卒）

過去合格者数

令和５年春
（４年度卒）

令和４年春
（３年度卒）

大学名

令和６年春
（５年度卒）

過去合格者数

令和５年春
（４年度卒）

令和４年春
（３年度卒）

ー７－
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認第１号 

令和５年度 事業報告 

 

令和５年度の同窓会事業活動を次のとおり報告する。 

 

１ 総会 

（１）令和５年６月１１日（日）午後 2 時 尚友館 

  ア 令和４年度事業報告について 

  イ 令和４年度一般会計収支決算について 

  ウ 令和４年度基金会計収支決算について 

  エ 令和４年度財産目録について 

  オ 監査の結果報告について 

  カ 令和５・６年度役員選任（案）について 

  キ 令和５年度事業計画（案）について 

  ク 令和５年度一般会計収支予算（案）について 

  ケ 令和５年度基金会計収支予算（案）について 

  コ 懇談会 

 

２ 正副会長会 

（１）第１回 令和５年７月１７日（月）午後５時 尚友館 

  ア 報告事項について（第 13 回大同窓会実行委員会報告） 

  イ 令和５年度同窓会年間計画について 

  ウ 令和５年度正副会長職務分担について 

  エ ホームページ運営について 

  オ 部活動横断幕作成について 

 

（２）第２回 令和５年８月２０日（日）午後５時 尚友館 

  ア 報告事項について（第 13 回大同窓会実行委員会報告） 

  イ ホームページ運営について 

  ウ 先輩と語る会について 

 

（３）第３回 令和５年９月２４日（日）午後５時 尚友館 

  ア 報告事項について（第 13 回大同窓会実行委員会報告） 

  イ 先輩と語る会について 
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  ウ ホームページ運営について 

① 現状の問題点・改善施策・提案書・見積書（株式会社ルーパス） 

 

（１）第４回 令和５年１０月２９日（日）午後 5 時 尚友館 

  ア 報告事項について（第 13 回大同窓会実行委員会進捗報告） 

  イ ホームページ運営について 

  ウ 先輩と語る会について 

  エ 定時制先輩と語る会について 

 

（２）第５回 令和５年１１月２６日（日）午後５時 尚友館 

  ア 報告事項について（第 13 回大同窓会実行委員会進捗報告） 

  イ 定時制先輩と語る会について 

  ウ 尚友会の集いについて 

 

（３）第６回 令和６年１月２８日（日）午後５時 尚友館 

  ア 報告事項について（第 13 回大同窓会実行委員会進捗報告） 

  イ ホームページの運営について（R6.4.1 リニューアル） 

  エ 尚友会の集いについて 

 

（４）第７回 令和６年３月２４日（日）午後５時 尚友館 

  ア 報告事項について（第 13 回大同窓会実行委員会進捗報告） 

  イ 令和６年度同窓会年間計画について（正副会長職務分担） 

  ウ 令和６年度浜名高校後援会理事について（同窓会推薦者） 

  エ ホームページの運営について（運営窓口担当） 

 

（５）第８回 令和６年４月２８日（日）午後５時 尚友館 

  ア 報告事項について（第 13 回大同窓会実行委員会進捗報告） 

  イ 令和５年度収支決算報告について 

  エ 令和６年度収支予算（案）について 

  オ 令和６年度同窓会総会（議事案件）について 

 

（６）第９回 令和６年５月２６日（日）午後５時 尚友館 

  ア 報告事項について（第 13 回大同窓会実行委員会進捗報告） 

  イ 令和６年度同窓会総会（役割分担）について 

  ウ 令和６年度東京支部総会について 
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  エ 浜名高校三会合同懇親会について 

３ 全日制「先輩と語る会」 

（１）令和５年１１月２０日（月）１学年９クラス 第６時限 

  ア 講師 11HR 河野延之様 12HR 森島康之様 13HR 藤本武洋様 

       14HR 山下詠子様 15HR 林 幸司様 16HR 市川明美様 

       17HR 永田 治様 18HR 竹内恵子様 19HR 足立るみ様 

 

４ 定時制「先輩と語る会」 

（１）令和６年１月１９日（金）定時制の全校生徒対象 19 時 30 分～ 

  ア 講師 市川秀之様（静岡県議会議員） 

       中沢公彦様（静岡県議会議員） 

 

５ 尚友会の集い 

（１）令和６年２月１０日（土）午後６時 はまきたプラザ屋上階 

  ア 参加者 ３８名 

 

６ 各種事業及び学校・部活動への支援・協力事業 

（１）令和５年６月１３日（火）東海大会出場激励金授与・横断幕掲示 

    剣道部・男子ソフトテニス部・女子ソフトテニス部・陸上競技部 

（１）令和５年６月１７日（土）東京支部総会（アリスアクアガーデン品川） 

    参加者 ９名 

（３）令和 5 年７月１１日（火）全国高校総体他出場激励金授与・横断幕掲示 

    美術部・書道部・史学部・水泳部 

（４）令和５年７月１８日（火）全国高校総体出場激励金授与・横断幕掲示 

               「翔び立て若き翼 北海道総体 2023」 

男子ソフトテニス部・陸上競技部・剣道部 

（５）令和５年７月２０日（木）全国高校定時制通信制体育大会他出場 

激励金授与・横断幕掲示 

    バスケットボール部・陸上競技部・バレーボール部 

（６）令和５年８月２日（水）全国高校総体出場激励金授与・横断幕掲示 

               「翔び立て若き翼 北海道総体 2023」 

    水泳部 

（７）令和５年１０月２日（月）令和５年度特別国民体育大会出場 

               激励金授与・横断幕掲示  

               「燃ゆる感動 かごしま国体」 
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    陸上競技部・剣道部 

    第５４回Ｕ-１６陸上競技大会 

第４４回ＪＳＣＡブロック対抗水泳競技大会 

    東海シングルソフトテニス選手権大会 

（８）令和５年１０月２６日（木）東海大会出場他激励金授与・横断幕掲示 

    吹奏楽部・陸上競技部・水泳部・男子バドミントン部 

（９）令和５年１２月５日（火） サッカー部激励金授与・横断幕掲示 

    高円宮杯ＪＦＡ Ｕ-18 サッカー 

    プリンスリーグ 2023 東海プレーオフ出場 

（10）令和５年１２月２３日（土）尚友館清掃 

（11）令和６年２月 ６日（火）全国高校選抜大会他激励金授与・横断幕掲示 

    男子剣道部・女子剣道部・吹奏楽部・書道部 

（12）令和６年２月２９日（木）全日制同窓会入会式 

（13）令和６年３月 １日（金）全日制卒業式 

（14）令和６年３月１４日（木）定時制同窓会入会式 

（15）令和６年３月１５日（金）定時制卒業式 

（16）令和６年４月 ９日（火）全日制入学式・定時制入学式 

（17）令和６年４月２１日（火）吹奏楽部第４５回定期演奏会 

（18）令和６年５月１１日（土）会計監査 

（19）令和６年５月１５日（水）ＰＴＡ総会・後援会総会 

（20）令和６年５月３１日（金）三会合同懇親会（はまきたプラザホテル） 

（21）令和６年６月 ８日（土）浜名祭 

 



4月7日 金 4月1日 土

4月7日 金 5月13日 土 正副会長会・会計監査

4月30日 日 6月3日 土

6月11日 日 定期総会（第2日曜日）

6月10日 土 6月17日 土 東京支部総会（9名参加）

7月21日 金 7月17日 月

8月31日 木

9月21日 木

11月20日 月 9月24日 日

12月22日 金

1月9日 火

1月19日 金

2月29日 木

3月1日 金 12月23日 土

3月14日 木 1月28日 日

3月15日 金 2月10日 土

3月24日 日

 → 会長（不都合の場合→副会長）

【副会長の職務分担】

R5.11.20

R6.1.19

R6.2.10

　第13回大同窓会 　　三上　　英　・　永田　　治

定時制卒業式

部活動激励金授与式不定期

正副会長会（17時～尚友館）

大掃除（10時）：正副会・忘年会（17時）

尚友会の集い

（1/19定時制先輩と語る会→準備）

日

先輩と語る会（1年生・講師9名）

２学期終業式

全日制卒業式

定時制同窓会入会式

（2/10尚友会の集い→準備）

正副会長会（17時～尚友館）

日

正副会長会（17時～尚友館）

正副会長会（17時～尚友館）

正副会長会（17時～尚友館）

10月29日

11月26日

浜名祭（一般公開）

壮行会・１学期終業式

２学期始業式

体育大会

正副会長会（19時～尚友館）

正副会長会（17時～尚友館）

（11/20先輩と語る会→準備）
日

正副会長会（17時～尚友館）
8月20日

浜名高等学校 年間行事 浜名高校同窓会　年間予定

全日制入学式

吹奏楽部定期演奏会

三者合同歓送迎会開催時期変更

令和５年度 浜名高校同窓会年間計画

正副会長会（19時～尚友館）

定時制入学式

先輩と語る会（全日制）

尚友会の集い

　　古木　正明　・　市川　明美　・　永田　　治

　　大石　勝也

　　西村　　功　・　永田　　治　・　三上　　英　

会計担当

庶務担当 　　大城　澄郎

　　藤本多恵子

先輩と語る会（定時制）

３学期始業式

定時制先輩と語る会（中沢・市川県議）

全日制同窓会入会式
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　認第２号

　　　収入総額　７，０９５，２５０　円

　　　支出総額　５，１５４，５１９　円

　　　差引残額　１，９４０，７３１　円（翌年度へ繰越）　　　

　収入の部 （単位 ： 円）

科　　　　　　目 予算額(A） 決算額(B） 比較増減(B)-(A) 摘　　　　　　　　要

１　会　費 3,330,000 3,048,000 △ 282,000

　（１）同窓会費 3,080,000 3,048,000 △ 32,000 同窓会入会金（381名）

　（２）尚友会費 250,000 0 △ 250,000 　

２　雑収入 500 1,141,648 1,141,148
預金利息・第12回第同窓会清算金・準備金
戻し金

３　繰入金 1,000,000 1,000,000 0 基金会計より繰入

４　繰越金 1,905,602 1,905,602 0 前年度繰越金

合　　　　　　計 6,236,102 7,095,250 859,148

＊会費：全日制＠8,000円×360名・定時制＠8,000円×23名→3,064,000円

　支出の部 （単位 ： 円）

科　　　　　　目 予算額(A） 決算額(B） 比較増減(A)-(B) 摘　　　　　　　　要

１　事務費 80,000 589 79,411

(１）会議費 20,000 589 19,411 　　

(２）消耗品費 20,000 0 20,000 　

(３）通信費 20,000 0 20,000 　

(４）旅　費 20,000 0 20,000 　

２　事業費 3,800,000 3,217,755 582,245

(１）卒業記念品 500,000 407,798 92,202 卒業証書ﾌｧｲﾙ（381名）皆勤賞（69名）

(２）学校活動後援費 2,800,000 2,694,622 105,378 部活動激励金・横断幕 他

(３）総会費 150,000 115,335 34,665 議案書・案内郵送料 他

(４）会員交流費 300,000 0 300,000 　

(５）慶弔費 50,000 0 50,000  

３　名簿整理準備費 50,000 0 50,000 同窓会名簿会員管理基本料

４　ホームページ費 400,000 400,000 0 ホームページ運営管理費

５　大同窓会費 300,000 0 300,000 　

６　支部等活動費 200,000 226,000 △ 26,000 東京支部活動費・同窓会補助金他

７　雑　費 50,000 10,175 39,825 振込手数料他

８　予備費 56,102 0 56,102

浜名高校遠距離通学基金 300,000 300,000 0

10　基金会計繰出金 1,000,000 1,000,000 0 基金会計への繰出 

合　　　　　　計 6,236,102 5,154,519 1,081,583

令和5年度　一般会計収支決算書
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　認第３号

　　　収入総額　　８，９５９，８００　円

　　　支出総額　　１，０００，０００　円

　　　差引残額　　７，９５９，８００　円（翌年度へ繰越）　　　

　収入の部 （単位 ： 円）

科　　　　　　目 予算額(A） 決算額(B） 比較増減(B)-(A) 摘　　　　　　　要

１　繰越金 7,959,735 7,959,735 0 前年度繰越金

２　雑収入 3,000 65 △ 2,935 静岡銀行他預金利息

３　繰入金 1,000,000 1,000,000 0 一般会計より繰入 

合　　　　　　計 8,962,735 8,959,800 △ 2,935

 

　支出の部 （単位 ： 円）

科　　　　　　目 予算額(A） 決算額(B） 比較増減(A)-(B) 摘　　　　　　　要

１　学校活動後援費 10,000 0 10,000

２　繰出金 1,000,000 1,000,000 0 一般会計への繰出

３　基金引当金 7,952,735 0 7,952,735

合　　　　　　計 8,962,735 1,000,000 7,962,735

　

令和５年度　基金会計収支決算書

ー１４－



　認第４号

　　　　　

（単位 ： 円）

科　　　　　　　　　　　　　目

Ⅰ　資産の部

　１　流動資産

　　(１）現金（手許現金） 0

　　(２）預金

　　　　Ａ 一般会計

　　　　　・普通預金（静岡銀行小林支店） 1,940,731

　　　　Ｂ 基金会計

　　　　　・普通預金（静岡銀行小林支店） 7,657,892

　　　　　・定期預金（とぴあ浜松北浜支店） 301,908

流動資産合計 9,900,531

　２　固定資産

　　(１）備品　垂れ幕１・団旗（ステージ用）１

　　　　　　　 団旗１・応援用ノボリ５

　　　　　　　 木製書棚１・デジタルカメラ１ 0

固定資産合計 0

資産合計 9,900,531

Ⅱ　負債の部

　１　流動負債 0

流動負債合計 0

　２　固定負債 0

固定負債合計 0

負債合計 0

正味財産 9,900,531

令和５年度　財　産　目　録

令和６年３月３１日現在

金　　　　　　　　　　　　　額

ー１５－
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第１号議案 

 

令和６年度 事業計画（案） 

 

１ 基本方針 

    “親睦と支援” の更なる充実を！！ 

 

   伝統ある「文武両道」「躍進浜名」の同窓会（尚友会）として、 

   母校への物心両面の支援及び会員相互の交流と連携を図ること 

   により、一層充実した同窓会活動ができるよう各種事業を着実 

   に推進する。 

 

２ 事業計画 

（１）同窓会組織を更に整備し、より充実した組織の強化を図る。 

（２）第１３回大同窓会の開催が来年９月６日（土）に控え、実行委員会の 

活動を全面的に支援するとともにリニューアルしたホームページを活

用して卒業生に広くＰＲして会員相互の協力体制を図る。 

（３）文化部・運動部の活躍（全国大会・東海大会へ出場）を激励金・横断 

幕等により応援・支援する。 

（４）会員相互の情報交換・親睦を図るため「尚友会の集い」を開催する。 

（５）会員間（学年会・クラス会・部活ＯＢ会等）による親睦・交流の開催 

   について支援する。 

（６）同窓会東京支部の運営及び活動について支援する。 

（７）母校の授業として行われる「先輩と語る会（全日制・定時制）」に全面 

   的に協力し、会員を講師として派遣する。 

（８）同窓会活動並びに在校生の活躍等を会員に伝達するためリニューアル 

   したホームページの更なる充実を図る。 

（９）浜名高校１１０周年記念事業としての遠距離通学在校生の通学助成を 

    引続きＰＴＡ・後援会との事業として継続する。 

（10）その他、本会の目的達成のための必要な事業活動を行う。 



4月8日 月 4月28日 日 正副会長会（17時～尚友館）

4月9日 火 5月11日 土 正副会長会・会計監査

〃 〃 5月26日 日 正副会長会（17時～尚友館）

4月21日 日 6月9日 日 定期総会（第2日曜日）

5月15日 水 6月15日 土 東京支部総会（9名参加）

6月8日 土 7月28日 日 正副会長会（17時～尚友館）

7月22日 月

8月30日 金

10月17日 木 9月29日 日 正副会長会（17時～尚友館）

11月21日 木

12月23日 月

1月7日 火

1月17日 金

2月28日 金 12月21日 土

3月3日 月 1月26日 日 正副会長会（17時～尚友館）

3月17日 月 2月8日 土

3月18日 火 3月23日 日

3月19日 水

 → 会長（不都合の場合→副会長）

【副会長の職務分担】

R6.11.21

R7.1.17

R7.2.8

R7.9.6

浜名祭（一般公開）

8月25日

11月24日

日

令和６年度 浜名高校同窓会年間計画

定時制入学式

浜名高等学校 年間行事 浜名高校同窓会　年間予定

全日制入学式

吹奏楽部第45回定期演奏会

三者合同歓送迎会（開催未定）

全日制始業式

日
正副会長会（17時～尚友館）

（11/21先輩と語る会→準備）

先輩と語る会（1年生・講師9名）

　　大城　澄郎

３学期始業式

定時制先輩と語る会

全日制同窓会入会式

尚友会の集い

大掃除（10時）：正副会・忘年会（17時）

10月27日
（1/17定時制先輩と語る会→準備）

日
（2/8尚友会の集い→準備）

正副会長会（17時～尚友館）

正副会長会（17時～尚友館）

壮行会・１学期終業式

２学期始業式

体育大会

全日制卒業式

定時制同窓会入会式

２学期終業式

第13回大同窓会 　　三上　　英　・　永田　　治

定時制卒業式

部活動激励金授与式不定期

正副会長会（17時～尚友館）

尚友会の集い

　　古木　正明　・　市川　明美　・　永田　　治

　　大石　勝也

　　西村　　功　・　永田　　治　・　三上　　英　

会計担当 　　藤本多恵子

先輩と語る会（定時制）

３学期終業式

先輩と語る会（全日制）

庶務担当
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　第２号議案

　　　収入総額　６，２７１，２３１　円

　　　支出総額　６，２７１，２３１　円

　　　差引残額　　　　　　　　　０　円　　

　収入の部 （単位 ： 円）

科　　　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　　　　要

１　会　費 3,330,000 3,330,000 0 　

　（１）同窓会費 3,080,000 3,080,000 0 同窓会入会金@8,000円×385名

　（２）尚友会費 250,000 250,000 0 尚友会の集い会費（50名）

２　雑収入 500 500 0 預金利息他

３　繰入金 1,000,000 1,000,000 0 基金会計より繰入

４　繰越金 1,940,731 1,905,602 35,129 前年度繰越金

合　　　　　　計 6,271,231 6,236,102 35,129
　

　支出の部 （単位 ： 円）

科　　　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　　　　要

１　事務費 80,000 80,000 0 　

(１）会議費 20,000 20,000 0 正副会長会等経費

(２）消耗品費 20,000 20,000 0 事務用品・コピー紙 他

(３）通信費 20,000 20,000 0 郵送料 他

(４）旅　費 20,000 20,000 0 一般旅費

２　事業費 3,700,000 3,800,000 △ 100,000

(１）卒業記念品 500,000 500,000 0 卒業証書ﾌｧｲﾙ・皆勤賞

(２）学校活動後援費 2,800,000 2,800,000 0 東海大会出場他部活動激励金・横断幕

(３）総会費 150,000 150,000 0 議案書印刷代 他

(４）会員交流費 200,000 300,000 △ 100,000 尚友会の集い他

(５）慶弔費 50,000 50,000 0 慶弔諸費

３　名簿整理準備費 50,000 50,000 0 会員名簿管理基本料

４　ホームページ費 500,000 400,000 100,000 運営管理経費(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ初期費用・ﾎｽﾃｨﾝｸﾞ費用等）

５　大同窓会費 300,000 300,000 0 第13回大同窓会準備資金

６　支部等活動費 250,000 200,000 50,000 東京支部活動費・個別同窓会補助金

７　雑　費 30,000 50,000 △ 20,000 振込手数料他

８　遠距離通学基金 300,000 300,000 0 遠距離通学補助

９　基金会計繰出金 1,000,000 1,000,000 0 基金会計への繰出 

10　予備費 61,231 56,102 5,129

合　　　　　　計 6,271,231 6,236,102 35,129 　

（科目間の流用を認める）

令和６年度　一般会計収支予算書（案）
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　第３号議案

　　　収入総額　　　８,９６２,８００　円

　　　支出総額　　　８,９６２,８００　円

　　　差引残額　　　　　　　　　　０　円　　　

　収入の部 （単位 ： 円）

科　　　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　　　要

１　繰越金 7,959,800 7,959,735 65 前年度繰越金

２　雑収入 3,000 3,000 0 預金利息

３　繰入金 1,000,000 1,000,000 0 一般会計より繰入 (前年同額）

合　　　　　　計 8,962,800 8,962,735 65

 

　支出の部 （単位 ： 円）

科　　　　　　目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減 摘　　　　　　　要

１　学校活動後援費 10,000 10,000 0

２　繰出金 1,000,000 1,000,000 0 一般会計への操出

３　基金引当金 7,952,800 7,952,735 65

合　　　　　　計 8,962,800 8,962,735 65

（科目間の流用を認める） 　

令和６年度　基金会計収支予算書（案）
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資料１

役　職　名 回　生 氏　　　名 回　生 氏　　　名

顧　　　問 校　長 山　崎　裕　子 22 河　合　利　治

〃 12 岡　本　賢　二 22 福　田　幹　男

〃 14 大　橋　敏　男 38 市　川　秀　之

〃 19 名　古　政　昭 39 中　沢　公　彦

会　　　長 24 大　石　勝　也 ー ー

副　会　長 24 古　木　正　明 32 市　川　明　美

〃 25 大　城　澄　郎 35 　永　田  　 治

〃 26 藤　本　多恵子 36 　三　上　　英

〃 30 　西　村　　功 39 太　田　恵　太

常 任 理 事 22 村　松　久　子 35 　伊　藤　　通

〃 25 内　山　ゆきゑ 36 清　水　博　之

〃 26 大　原　隆　弘 36 小　杉　素　充

〃 28 山　下　詠　子 36 　渥　美　　誠

〃 28 小　杉　淳　子 36 太　田　清　幸

〃 29 佐　宗　朱　実 37 森　島　康　之

〃 30 河　野　延　之 37 馬　渕　吉　成

〃 30 神　谷　則　夫 37 船　川　積　典

〃 31 藤　原　史　子 37 平　田　勝　巳

〃 33 平　田　晴　久 37 小　杉　知　子

〃 33 吉　山　真　三 38 高　木　智　章

〃 33 岩　崎　英　浩 38 久　米　秀　幸

〃 34 　　森　　和　秀 38 久　米　雅　之

〃 34 森　下　博　正 38 杉　本　芳　直

〃 34 　北　野　　明 39 大　城　秀　寛

〃 35 金　原　由　直 ー ー

監　　　査 37 山　﨑　育　子 42 井　口　恵　丞

　　　　　＝ 東京支部 　＝

役　職　名 回　生 氏　　　名

相　談　役 27 小　杉　一　朗

支　部　 長 35 　　林　　典　彦

副 支 部 長 48 内　山　桂　一

副 支 部 長 32 高　野　恵美子

会　　　計 32 新　井　栄　司

監　　　査 48 早　速　慎　吾

令和５・６年度　役員名簿

ー２１－
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 資料２ 

     静岡県立浜名高等学校同窓会（尚友会）会則 

第１章 名称、位置 

第１条 本会は、静岡県立浜名高等学校同窓会（尚友会）と称する。 

第２条 本会の事務所は、静岡県立浜名高等学校内（浜松市浜名区西美薗２９３９の１）に 

置く 

          第２章 目  的 

第３条 本会は、会員相互の親睦を厚くし、母校との関係を密にして母校の発展に寄与し、

進んで社会奉仕の一端を負担しようとする。 

          第３章 会  員                                  

第４条 会員を分けて、正会員と客員の二種とする。                                    

第５条 浜名高等学校及びその前身である北浜、笠井教場に於いて教育を受けたものを正会

員とする。                                                  

第６条 前条の学校の現、旧職員を客員とする。                            

          第４章 会  計                                  

第７条 本会の経費は、下記の収入をもってこれに充てる。  

 (1) 入会金 正会員は、入会の際５，０００円を納入するものとする。      

 (2) 会費 正会員は、入会の際終身会費３，０００円を納入する。                                               

 (3) 基本金の利子                                                     

 (4) その他の収入                                                               

第８条 本会の財産の管理方法は、理事会において定め、会長がこれを管理する。現金はこ

れを郵便官庁、銀行、信用金庫、農協又は信託会社に預け入れ、もしくは信託し、或いは国

債確実なる有価証券に換え保管する。                                                          

第９条 本会の資産は、第２章の目的達成のため以外に使用してはならない。                           

第１０条 会計年度は、４月１日に始まり翌３月３１日に終わる。                                            

第１１条 予算、決算は、理事会に附議するものとする。                                                

          第５章 事  業                                         

第１２条 第２章目的を達成するために、下記の事業を行うことができる。                        

 (1) 会員の弔悼                                               

 (2) 会誌、名簿を配布する。これについては、実費を徴収することができる。                  

 (3) 講習会、講演会                                              

 (4) 母校に対する後援                                          

          第６章 役  員                                      

第１３条 本会に、下記の役員を置く。                                    

 (1) 会 長  １ 名  正会員中から選出する。                                    
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（2) 副会長 若干名 正会員中から選出する。  

 (3) 顧 問 若干名 学校長、歴代会長等から会長が依頼する。  

 (4) 常任理事 ５０名以内 正会員中から選出する。 

 (5) 理 事 各学年若干名 正会員中より常任理事会で選出する。 

 (6) 支部長 各支部１名 各支部中から選出する。 

 (7) 副支部長 各支部２名 各支部中から選出する。 

 (8) 幹 事 各分会１名 各分会中から選出する。 

 (9) 庶 務 各分会３名 会員、客員中から会長が委嘱する。 

(10) 監 査 ２名 理事の中から会長が委嘱する。 

第１４条 役員の任務は、下記のとおりとする。                                  

 (1) 会長は本会を代表し会務を総理し、会議の議長となる。                          

 (2) 副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはこれを代行する。                     

 (3) 顧問は会長の諮問に応じ、会務に参画する。                              

 (4) 常任理事は常任理事会を組織し、会務の執行に当る。 

 (5) 理事は理事会において会務につき協議する。 

 (6) 支部長は支部を代表し、支部会を招集することができる。 

 (7) 幹事は分会を代表し、分会と支部並びに常任理事との連絡を密にする。 

 (8) 庶務は書記、会計の事務を組織し、会務の執行に当る。 

 (9) 監査は会計の監査に当る。 

第１５条 役員の任期は２カ年とする。但し留任を妨げない。 

第７章 会  議                                              

第１６条 本会は毎年１回総会を開く。又必要に応じて臨時総会を開くことができる。 

第１７条 下記事項は総会に附議するものとする。 

 (1) 会務の報告 

 (2) 予算、決算の報告 

 (3) 役員の選任 

 (4) 会則の変更 

 (5) その他の重要事項 

第１８条 会議の議決は出席者の過半数の同意を必要とする。 

第１９条 常任理事会は本会の執行部として会長を助け業務を企画し、総会もしくは理事会

の議を経てこれを実施する。 

第２０条 理事会は総会で委嘱された事項の処理、総会に提出する議案の作成その他必要事

項を議決する。 

第２１条 本会は必要に応じて専門委員会を設けることができる。 

第２２条 本会は必要に応じて支部を置くことができる。 

           第８章 
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第２３条 本会の会務を処置するため事務局を置き、有給の職員を置くことができる。 

   

 

附 則 

  ア 分会、支部は次のとおりとする。                                     

   ① 分会は学級、地区、クラブОＢ、職場、県人会等のいずれにて構成してもよい。但

し、重複は妨げない。 

   ② 支部は地区分会の集合で構成する。                                

  イ 本会の定期総会は経費節減のため開催通知を用いず、毎年６月第２日曜日に１４時

から 

行うものとする。 

  ウ 平成２１年６月１４日改正 

  エ 令和６年６月９日改正（第２条） 
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資料３ 

 

        浜名高校同窓会役員等慶弔内規 

 

 

浜名高校同窓会役員及び学校関係者の慶弔については、次のとおりとする。 

 なお、役員とは歴代会長及び現職の顧問、会長、副会長、監査、常任理事をい

い、学校関係者とは校長及び副校長、教頭、事務長をいう。 

 

 

１ 結婚祝金等 

  本人が結婚した場合            １０，０００円の祝金 

祝電 

 

２ 弔慰金等 

  本人が死亡した場合            １０，０００円の香料 

        弔電 

   

３ 見舞金 

  本人が病気又は傷害等で、１５日以上入院した場合  ５，０００円 

                                

４ その他 

  この内規に定めのない事項は、正副会長会で協議し決定する。 

 

 

               

 この内規は、平成３０年６月１０日から適用する。 


